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８
月
18
日

８
月
30
日

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

今
回
の
第
45
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
が

で
き
る
人
は
、
選
挙
人
名
簿
登
録
者
に
限
ら
れ
ま

す
。

○
美
祢
市
に
転
入
し
た
人

平
成
21
年
５
月
17
日

以
前
に
転
入
の
届
出
を
し
た
人
で
す
。
こ
れ

以
降
に
転
入
の
届
出
を
し
た
人
は
、
今
回
の

選
挙
は
美
祢
市
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

○
20
歳
に
な
っ
た
（
な
る
）
人

平
成
元
年
８
月

31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

○
市
内
転
居
し
た
（
す
る
予
定
の
）
人

７
月
31

日

ま
で
に
届
出
を
済
ま
せ
た
人
は
、
転
居

先
の
投
票
所
で
、
そ
れ
以
降
に
届
出
を
し
た
　

赤
郷
交
流
セ
ン
タ
ー

綾
木
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

真
長
田
定
住
セ
ン
タ
ー

期
　
間

８
月
24
日

〜
８
月
28
日

時
　
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
た
だ
し
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の
期

日
前
投
票
は
、
法
律
に
よ
り
、
８
月
23
日

か

ら
に
な
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
は
、
選
挙
人
に
対
し
て
選
挙
が

あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
投
票
所
で
選
挙
人
名

簿
の
本
人
照
合
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
に
発
送

し
て
い
ま
す
。
も
し
、
入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
、

ま
た
は
、
無
く
し
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、
投
票
所

で
本
人
確
認
し
た
う
え
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、
入
場
券
は
、
全
市
分
一
括
し
て
郵
便
局

に
発
送
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
発
送
枚
数
が

多
量
な
た
め
、
数
日
間
に
わ
け
て
配
達
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
地
区
内
で

も
配
達
の
日
に
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
り
、
同
居
し

て
い
る
世
帯
の
中
で
も
違
う
日
に
届
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

指
定
病
院
な
ど
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
場
合

や
他
の
市
区
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
場
合
は
、
入

院
・
入
所
先
や
滞
在
先
で
不
在
者
投
票
が
出
来
ま

す
。
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
は
、
転
居
前
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日
前
投
票
は
、
不
在
者
投
票
の
よ
う
に
投
票

用
紙
を
封
筒
に
入
れ
た
り
、
封
筒
に
署
名
す
る
と

い
っ
た
手
続
き
は
不
要
で
す
。
簡
単
な
宣
誓
書
を

記
載
し
、
直
接
投
票
箱
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
投
票
日
当
日
（
８
月
30
日
）
に
仕
事
や
旅

行
な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
お
気
軽
に
期

日
前
投
票
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
期
日
前
投
票

が
で
き
る
場
所
と
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

美
祢
市
民
会
館

美
東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

秋
芳
総
合
支
所

期
　
間

８
月
19
日

〜
８
月
29
日

時
　
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

豊
田
前
・
於
福
・
厚
保
・
嘉
万
各
公
民
館

問
合
せ
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（

０
８
３
７

１
１
１
４
）
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美
東
病
院
は
昭
和
29
年
12
月
に

開
設
さ
れ
、
今
年
で
55
年
と
い
う

長
い
歴
史
を
持
つ
病
院
で
す
。
当

時
は
入
院
と
い
え
ば
、
山
口
や
下

関
な
ど
に
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な

く
、
交
通
の
不
便
な
時
代
で
大
変

な
状
況
の
よ
う
で
し
た
。
そ
こ
で
、

旧
美
東
町
・
秋
芳
町
で
協
議
さ
れ
、

県
へ
の
協
力
要
請
も
行
い
、
多
く

の
方
の
努
力
で
病
院
設
立
に
た
ど

り
つ
い
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
病
院
は
、
平
成
11
年
に

移
転
新
築
さ
れ
10
年
を
経
過
し
ま

し
た
。

病
床
数
は
１
０
０
床
で
す
が
、

急
性
期
の
患
者
様
が
入
院
さ
れ
る

２
階
病
棟
が
60
床
で
、
病
状
が
あ

る
程
度
安
定
さ
れ
て
い
る
患
者
様

が
入
院
さ
れ
る
３
階
病
棟
（
療
養

病
棟
）
が
、
40
床
で
運
営
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
３
階
病
棟
の
内
９

床
は
、
介
護
保
険
対
応
の
病
床
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

外
来
は
内
科
が
、
常
勤
医
師
４

名
非
常
勤
医
師
４
名
で
診
察
を
行

っ
て
い
ま
す
。
常
勤
医
師
は
「
東

院
長
」「
山
下
部
長
」「
日
高
医
長
」

が
消
化
器
専
門
で
、「
村
上
医
長
」

が
総
合
診
療
と
し
て
担
当
し
て
い

ま
す
。
非
常
勤
医
師
は
、
循
環
器

専
門
と
し
て
月
・
木
・
金
曜
日
に
、

糖
尿
病
専
門
と
し
て
金
曜
日
に
、

山
口
大
学
医
学
部
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
ま
す
。

外
科
は
「
森
岡
副
院
長
」
が
常

勤
医
師
と
し
て
対
応
し
て
い
ま
す

が
、
木
曜
日
は
山
口
大
学
医
学
部

か
ら
の
非
常
勤
医
師
が
診
察
を
行

っ
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
は

「
兼
定
科
長
」
が
診
察
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
整
形
外
科
の
専
門
医
が

診
察
で
き
な
い
火
曜
日
と
木
曜
日

は
、
整
形
外
科
疾
患
の
患
者
様
も

対
応
し
て
い
ま
す
。

眼
科
は
「
原
田
医
長
」
が
、
毎

日
午
前
中
診
察
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
水
曜
日
は
午
前
中
に
手
術
を

予
定
し
て
い
る
た
め
、
午
後
の
診

察
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

そ
の
他
の
診
療
科
は
、
非
常
勤

医
師
で
診
察
し
て
い
ま
す
の
で
、

下
記
の
日
程
表
を
ご
参
考
に
受
診

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

美
東
病
院
は
、「
病
院
あ
り
方
検

討
会
」
に
お
い
て
、
地
域
包
括
医

療
・
ケ
ア
の
実
践
病
院
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
一
次
救
急
か
ら
慢

性
期
ま
で
総
合
的
に
患
者
様
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
病
院
理
念
と
し
て
「
地

域
に
奉
仕
し
、
信
頼
さ
れ
親
し
ま

れ
る
病
院
を
目
指
し
ま
す
」
と
掲

げ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
沿
っ
て

職
員
一
同
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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弓
道
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

弓
道
に
興
味
の
あ
る
人
、
集
中
力

を
養
い
た
い
人
、
昔
や
っ
て
い
た

け
ど
久
し
ぶ
り
に
引
い
て
み
た
い

人
等
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

期
　
間

９
月
２
日

〜
10
日
28
日

午
前
、
午
後
の
部
そ
れ
ぞ
れ
全

16
回

曜
日
・
時
間

午
前
の
部
　
毎
週
水
・
土
曜
日

10
時
〜
12
時

午
後
の
部
　
毎
週
水
・
金
曜
日
　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

※
午
前
、
午
後
の
部
ど
ち
ら
で

も
都
合
の
よ
い
方
に
参
加
出

来
ま
す
。

参
加
料

１，
０
０
０
円

場
　
所

美
祢
市
弓
道
場

申
込
締
切

８
月
26
日

主
　
催

美
祢
市
弓
道
連
盟

後
　
援

美
祢
市
教
育
委
員
会

美
祢
市
体
育
協
会

問
合
せ
先
　
事
務
局
　
坂
田
仁
史
　

（

０
８
３
７

０
９
６
０
）

問
合
せ
先

美
祢
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（

０
８

３
７

０
５
４
１
）

美
祢
市
で
は
、
４
７
２
名
の
方

が
会
員
と
し
て
登
録
さ
れ
、
公
園

の
清
掃
、
除
草
や
施
設
の
管
理
、

植
木
の
手
入
れ
、
障
子
張
り
な
ど
、

数
々
の
分
野
で
活
躍
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
あ
な
た
も
知
識
や
経
験
を

社
会
の
た
め
に
活
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

入
会
出
来
る
人

・
美
祢
市
に
居
住
し
、
原
則
と
し

て
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
趣

旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
人

・
入
会
説
明
を
受
け
、
入
会
申
込

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
る
人

・
入
会
さ
れ
た
後
、
定
め
ら
れ
た

会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
け
る

人
就
業
の
内
容

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
　

ら
提
供
の
あ
っ
た
仕
事
を
、
ご

自
分
の
体
力
、
能
力
、
希
望
に

応
じ
て
働
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
仕
事
の
形
式：

請
負
又
は
委
託
）

日
　
時

９
月
22
日

※
国
民
の
休
日

内
　
容

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ

ー
ク
ス
ヤ
フ
ー
ド
ー
ム
野
球
観

戦
バ
ス
ツ
ア
ー
（
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
対
千
葉
ロ
ッ
テ
戦
）

対
象
者
　
山
口
県
在
住
（
下
関
市

を
除
く
）
の
母
子
家
庭
及
び
父

子
家
庭
の
親
と
子

募
集
人
数
　
親
子
で
約
80
名
　
　

（
各
コ
ー
ス
約
40
名
）

参
加
費
　
一
人
２，
８
０
０
円

（
※
内
野
指
定
席
代
。
食
事
は

付
い
て
い
ま
せ
ん
。
各
自
で
お

願
い
し
ま
す
。）

乗
降
場
所

Ａ

岩
国
駅
前
、
玖
珂
Ｉ
Ｃ
、
熊

毛
Ｉ
Ｃ
、
下
松
市
役
所
前
、
周

南
市
民
館
前
、
防
府
駅
前

Ｂ

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

新
山
口
駅
前
、
小
野
田
駅
前

申
込
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
希
望
乗
車
場
所
及

び
お
子
様
の
名
前
・
学
年
・
年

齢
を
ご
記
入
の
う
え
、「
野
球
観

戦
希
望
」
と
明
記
し
、
郵
送
又

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

締
切
日
　
８
月
31
日

必
着

申
込
・
問
合
せ
先

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

（
〒
７
５
３
―
０
０
５
４
・
山

口
市
富
田
原
４
の
５
８

０
８

３
―
９
２
３
―
２
４
９
０

０
　

８
３
―
９
２
３
―
２
４
９
９
）

会
社
の
倒
産
や
事
業
の
不
振
な

ど
に
よ
り
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
人
の
生
活
資
金
な
ど
を
貸
し
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

貸
付
対
象
者
（
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人
）

①
県
内
に
１
年
以
上
居
住
す
る
人

②
離
職
時
の
事
業
所
に
１
年
以
上

勤
務
し
て
い
た
人

③
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
勤
労

者
で
、
離
職
後
１
年
以
内
の
人

（
条
件
あ
り
）

④
借
入
申
込
時
、
現
に
離
職
し
て

お
り
、
か
つ
、
公
共
職
業
安
定

所
に
お
い
て
求
職
活
動
を
行
っ

て
い
る
人

※
確
認
書
類
と
し
て
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
等
の
証
明
書
が

必
要
で
す
。

資
金
使
途

大
学
教
育
資
金
、
住

宅
資
金
償
還
金
、
冠
婚
葬
祭
、

療
養
資
金
、
災
害
資
金
、
一
般

生
活
資
金

貸
付
限
度
額

70
〜
１
５
０
万
円

貸
付
利
率

年
１．
０
％
（
別

に
保
証
料
が
必
要
で
す
）

申
込
先

中
国
労
働
金
庫
（
貸
付

け
に
あ
た
っ
て
は
、
中
国
労
働

金
庫
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。）

問
合
せ
先

市
商
工
労
働
課

現
在
、
85
歳
以
上
で
は
４
人
に

１
人
が
「
認
知
症
」
の
症
状
が
あ

り
、
今
後
、
65
歳
以
上
の
５
人
に

１
人
が
認
知
症
に
な
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
「
認
知
症
」

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
で
き
て
い

ま
す
か
？
「
認
知
症
」
に
つ
い
て

正
し
く
学
び
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
内
容

第
１
回

日
　
時

９
月
４
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

講
　
演

「
見
つ
め
よ
う
認
知
症
〜
病
気

の
理
解
と
関
わ
り
方
〜
」

講
　
師

山
口
大
学
大
学
院
医
学

系
研
究
科
精
神
科
認
定
看
護
師

山
根
俊
恵
先
生

第
２
回

日
　
時

９
月
15
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

実
　
技

「
お
げ
ん
き
脳
体
操
」

講
　
師

３
Ｂ
体
操
指
導
者

杉
村
恵
美
子
先
生

講
　
話

「
元
気
で
過
ご
す
た
め

の
知
恵
袋
」

講
　
師

健
康
増
進
課

藤
本
愛
子
管
理
栄
養
士

対
象
者認

知
症
に
関
心
が
あ
る
人

会
　
場美

東
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費

無
料
（
※
参
加
さ
れ

る
人
は
８
月
31
日
ま
で
に
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先

美
祢
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

０
８
３
７

０
１
３
８
）
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警
察
で
は
犯
罪
等
に
よ
る
被
害

の
未
然
防
止
に
関
す
る
相
談
や
そ

の
他
市
民
の
皆
様
の
安
全
と
平
穏

に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
警
察
本
部
に
は
警
察
総

合
相
談
室
の
ほ
か
に
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
的
な
相
談
に
応
じ
る
各

９
月
９
日
の
「
救
急
の
日
」
に

ち
な
み
、『
救
急
フ
ェ
ア

in

宇

部
』
と
し
て
記
念
式
典
と
一
般
の

方
を
対
象
に
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
心
肺
蘇

生
法
の
実
技
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
　
時

９
月
10
日

14
時
〜
17
時

場
　
所

宇
部
市
文
化
会
館
（
宇

部
市
朝
日
町
８
―
１
）

参
加
料

無
料

定
　
員

１
０
０
名
（
※
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。
定
員
に
な
り

鞍
掛
山
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
伴
い
、

県
道
秋
吉
台
絵
堂
線
（
県
道
２
４

１
号
線
）
に
お
い
て
、
終
日
全
面

通
行
止
を
行
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間

８
月
24
日

〜
10
月
31
日

場
　
所

美
祢
市
美
東
町
長
登
字

北
平
地
内
（
下
の
峠
付
近
）
な

お
、
迂
回
路
は
国
道
４
９
０
号

及
び
県
道
小
郡
三
隅
線
（
県
道

28
号
線
）
を
通
行
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

県
美
祢
土
木
事
務
所

（

０
８
３
７

１
１
０
５
）

昨
年
２
月
に
積
雪
の
た
め
主
幹

が
大
き
く
折
れ
た
秋
芳
町
青
景
の

国
指
定
天
然
記
念
物
・
共
和
の
カ

シ
の
森
に
つ
い
て
、
こ
の
た
び
、

７
月
23
日
付
け
官
報
告
示
（
号
外

第
１
５
４
号
）
で
、
正
式
に
指
定

解
除
と
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先

市
文
化
財
保
護
課

（

０
８
３
７

０
１
８
９
）

大
嶺
町
の
美
祢
図
書
館
前
に
設

置
し
て
い
る
蒸
気
機
関
車
に
つ
い

（

０
８
３
７

５
２
２
４
）

県
労
働
政
策
課

（

０
８
３
―

９
３
３
―
３
２
１
０
）

県
内
の
中
国
労
働
金
庫
各
支
店

母
子
保
健
推
進
協
議
会
で
は
ミ

ニ
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

９
月
４
日

10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所

サ
ン
ワ
ー
ク
美
祢
多
目

的
ホ
ー
ル

対
象
者

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
　
容

体
操
、
親
子
競
技
、
障

害
物
リ
レ
ー
、
お
や
つ
タ
イ
ム

な
ど

※
お
茶
、
お
手
ふ
き
、
く
つ
袋
な

ど
各
自
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

８
月
31
日

ま
で

申
込
・
問
合
せ
先

美
祢
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（

０
８
３
７

０
３
０
４
）

次
第
締
切
）

申
込
期
限

８
月
31
日

申
込
先

宇
部
市
医
師
会
（

０

８
３
６

５
４
３
７
）

種
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

○
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
東
部
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０

―
４
８
５
１
５
０
、
中
部
セ
ン
タ

ー

０
１
２
０
―
４
９
５
１
５

０
、
西
部
セ
ン
タ
ー

０
１
２

０
―
６
２
５
１
５
０
）

○
レ
デ
ィ
ー
ス
・
サ
ポ
ー
ト
１
１

０
（

０
１
２
０
―
３
７
８
３

８
７
）

○
サ
イ
バ
ー
犯
罪
相
談
窓
口
（

０
８
３
―
９
２
２
―
８
９
８
３
）

○
列
車
内
女
性
被
害
相
談
所
（

０
８
３
―
９
７
３
―
７
９
７
０
）

○
警
察
相
談
専
用
電
話
（

♯
９

１
１
０
番
）

緊
急
の
事
件
・
事
故
以
外
の
相

談
に
つ
い
て
は
１
１
０
番
通
報
で

は
な
く
＃
９
１
１
０
番
の
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

全
国
統
一
番
号
の
警
察
相
談
専

用
電
話
「
＃
９
１
１
０
番
」
に
つ

い
て
は
、
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か

ら
も
利
用
可
能
で
す
。

て
、
８
月
24
日

か
ら
約
１
か
月

の
予
定
で
塗
装
修
理
等
の
工
事
を

行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
期

間
は
見
学
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先

市
文
化
財
保
護
課

（

０
８
３
７

０
１
８
９
）

８
月
17
日

伊
佐
十
七
夜
祭

（
18
時
30
分
〜
／
伊
佐
セ

メ
ン
ト
前
広
場
）

８
月
18
日

十
八
夜
祭

（
18
時
〜
20
時
／
重
安
駅

前
通
り
）
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於於福福小小学学校校
毎月全校で朝の会をしています。各学年が順番で発表
をします。今年は6年生を最初に５，４，３年生が発表し
ました。見学したことを劇やクイズにするなど、工夫し
ています。発表が終わると振り返りの場があり、感想を
言ったり、質問をしたりします。於福小には話し方・聞
き方の「 ・ ・ 」があり、この会にも生かされてい
ます。「 互いの顔を見て、 んいき（場）を考えながら、
ちをはっきり
と開けて」話し、
「 話をする人
の顔を見て、
んふんうなずき
ながら、 ちを
閉じて静かに」
聞きます。みん
な次回も楽しみ
にしています。

秋秋吉吉小小学学校校
「笑顔いっぱいの学校」をめざして、保護者や地域の
方と連携して子ども達の成長を見守っています。
５月には、「秋吉フラワーデー」で、一人暮らしのお
年寄りに親子で花のプレゼント訪問をします。また、秋
吉カルスト草炎太鼓の皆さんには、年間を通じて、太鼓
の指導をしていただき、心を一つにして音を合わせる心
地よさを体験しています。５年生は、近くの田んぼを借
りて餅米作りをし、餅つきまで教えていただいています。
保護者や地
域の方とのふ
れあいを大切
にして、子ど
もたちが笑顔
いっぱいに成
長することを
願っていま
す。

伊伊佐佐中中学学校校
伊佐中学校は、すばらしい学校です。
生徒数81名、「明るくぬくもりのある学校」が今年の
生徒会の目標の一つです。この言葉には、みんなで協
力して助け合い、思いやりのある学校にしよう、とい
う意味がこめられています。
掃除や全校ボランティア、生徒総会や運動会、文化
祭などの活動を縦割り班で行い、上級生と下級生がお
互いの思い
を伝えあい
ながら、思
いやりと感
動のある学
校にしよう
と一生懸命
頑張ってい
ます。
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７
・
８
月
は
秋
吉
台
・
秋
芳
洞

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
開
催

さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
賑

わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
７

月
20
日

に
秋
芳
洞
で
秋
芳
洞
開

洞
百
周
年
祭
記
念
事
業
の
一
つ
寿

円
禅
師
顕
彰
祭
が
あ
り
、
稚
児
行

列
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

稚
児
行
列
は
、
20
数
年
ぶ
り
に

行
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
ち
ょ
う

ど
私
も
そ
の
20
数
年
前
に
稚
児
と

し
て
参
加
し
た
の
で
す
が
、
今
回

は
自
分
の
子
供
が
行
列
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
着
物
を
着
て

歩
く
姿
は
と
て
も
か
わ
い
か
っ
た

で
す
。（
コ
）

編
集
後
記

美祢市内の交通事故発生状況
（ ）内は県下総数

発
行
・
編
集
　
美
祢
市
地
域
情
報
課
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